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家 

族 

月 

間 

平
成
22
年
12
月
２
日
（
木
） 

年 

次 

総 

会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
62
名 

出
席
計
算
数 54

名
中
43
名
出
席 

出
席
率
79
・
63
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
23
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ  

「
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

指 

揮 

者 

伊
藤 

与
則 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

渡
辺
観
永
さ
ん
ゲ
ス
ト 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会 
 

藤
野 
達
也
さ
ん 

渡
辺
観
永
さ
ん
ゲ
ス
ト 

尼
崎
南
Ｒ
Ｃ
米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

 
 

ミ
ン
ク
マ
リ
・
タ
マ
ン
さ
ん 

          

米
山
記
念
奨
学
生 グ

ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 
 

 
 

 

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ン 

  

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 
 

野
口 

 

宏
さ
ん 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

八
神 

 

基
さ
ん 

西
名
古
屋
分
区 

分
区
幹
事 

 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

長
瀬 
 

諭
さ
ん 

 

      

 

     

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

Ｉ
Ｍ
の
ご
案
内
に
参
り
ま
し
た
。
全
員

の
ご
登
録
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
当
日

お
待
ち
申
し
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 
八
神 

基
さ
ん 

年
次
総
会
で
す
。
御
協
力
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 
征
一 

Ｐ
Ｈ
Ｄ
研
修
生
（
米
山
記
念
奨
学
生
）

ミ
ン
ク
マ
リ
さ
ん
を
御
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

春
日
井
和
良 

寒
く
な
り
ま
し
た
。
お
体
に
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。 

 
 

 
 

前
田 

隆
久 

昨
日
は
浅
野
さ
ん
、
草
野
さ
ん
、
松
永

さ
ん
、
事
務
局
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ち
な
み
に
今
月
自
分
の
誕
生

月
で
す
。 

 
 

 
 

 

宇
野 

史
仁 

丹
下
富
博
さ
ん
、
先
日
は
娘
が
大
変
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
比
野
富
士
男 

日
比
野
さ
ん
の
娘
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
娘
さ

ん
で
す
。 

 
 

 
 

 

丹
下 

富
博 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

海
部
郡 

蟹
江
町
庁
舎 

蟹
江
町
役
場
は
、
そ
れ
ま
で
の
庁
舎

が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、昭
和
51
年（
１

９
７
６
）
に
現
在
地
へ
移
転
新
築
い
た

し
ま
し
た
。
水
平
ラ
イ
ン
を
強
調
し
、

せ
り
だ
し
た
３
階
部
分
が
特
徴
で
、
そ

れ
を
支
え
る
柱
の
垂
直
ラ
イ
ン
が
フ
ァ

サ
ー
ド
に
繊
細
さ
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。 

 

           

又 

役
場
庁
舎
と
し
て
の
複
雑
な
機
能

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
平
面
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

設
計
を
担
当
し
た
黒
川
巳
喜
氏
は
、

蟹
江
町
に
生
ま
れ
、
東
海
中
学
、
名
古

屋
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
後
、
愛
知
県

職
員
と
な
り
、
昭
和
塾
堂
や
愛
知
県
庁

等
の
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
、
戦
後
ま

も
な
く
黒
川
建
築
事
務
所
を
設
立
、
母

校
の
東
海
学
園
、
大
同
製
鋼
な
ど
の
建

物
を
設
計
す
る
と
と
も
に
、
愛
知
県
下

の
設
計
業
界
の
発
展
の
為
に
尽
力
し
ま

し
た
。 

世
界
的
な
建
築
家
の
黒
川
紀
章
、
工

業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
高
名
な
黒
川

雅
之
、
黒
川
建
築
事
務
所
の
現
在
の
社

長
、
黒
川
喜
洋
彦
さ
ん
の
父
で
あ
り
、

俳
句
や
俳
画
を
趣
味
と
し
て
い
て
、
そ

れ
を
通
じ
て
元
愛
知
県
知
事
桑
原
幹
根

さ
ん
と
の
親
交
の
深
さ
は
我
々
の
知
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

表
彰
状
披
露 

       ２
０
０
９- 

２
０
１
０
年
度 

「
Ｒ
Ｉ
会
長
賞
」 

を
、
受
賞
し
ま 

し
た
。 

1097

第 1293 回 例 会  

西名古屋分区Ｉ．Ｍ．開催の挨拶 

2011 年2 月17 日(木) 名古屋観光ホテル 
講 演 「日本再生への提言」金 美鈴さん 

◆ PHD 協会 (ＨＰより) 

1962年からネパールを中心に約20年
間海外で医療活動に従事してきた、岩村 昇
医師が1981 年6 月に設立。 
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米
山
奨
学
生
挨
拶 

尼
崎
南
Ｒ
Ｃ
米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

 
 

ミ
ン
ク
マ
リ
・
タ
マ
ン
さ
ん 

（
ネ
パ
ー
ル
） 

         

 

米
山
奨
学
生
挨
拶 

グ
ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン         

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
米
山
奨
学

生
の
グ
エ
ン
ダ
ン
チ
ン
で
す
。
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

11
月
で
や
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

先
月
の
21
日
、
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大

会
に
参
加
し
て
、
大
勢
の
ロ
ー
タ
リ
ー

の
方
も
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
数
を
見

て
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
〝
ロ
ー
タ

リ
ー
は
す
ご
い
な
…
〟

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、
11
月
の
28
日
に
学
校
の
友

達
と
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
結
果
は
一

勝
、
二
敗
、
一
引
分
け
で
準
決
勝
に
入

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

次
に
、
学
校
の
卒
業
論
文
の
発
表
は

来
年
の
２
月
10
日
で
決
ま
り
、
そ
の
後

３
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
、
豊
橋
で

行
う
機
械
学
会
に
行
く
予
定
で
す
。
原

稿
の
締
め
切
り
は
１
月
17
日
な
の
で
、

早
く
完
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

も
う
12
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

も
う
す
ぐ
終
わ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

自
分
で
一
年
間
見
返
す
と
、
予
定
に
よ

り
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
、
完

成
し
た
こ
と
が
少
な
い
で
す
の
で
、
も

っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
の
ス
ピ
ー
チ
は
こ
こ
で
以
上
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
） 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ン 

み
ん
な 

さ
ん 

こ
に
ち
は 

ロ
ー
タ
リ 

り
ょ
こ
う 

す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す 

ひ
ろ
し
ま 

と 

お

う
さ
か 

と 

な
ら 

い
き
ま
し
た
。 

U
n
iv

e
rsa

l 
S

tu
d
io

s 
J
a
p
a
n
 

い
ち
ば
ん 

た
の
し
か
っ
た
で
す 

わ

た
し
は 

こ
こ 

だ
い
す
き
！ 

は
じ
め
て 

ほ
ん
と
に 

お 

き
い 

J
e
tc

o
a
ste

r 

に
か 

い 

の
り
ま
し
た
。
す
ご
く 

よ
か
っ
た
で
す
。 

S
p
id

e
rm

a
n

とJ
A

W
 

        S

と 
J
u
ra

ssic
 P

a
rk

と 
F
a
n
ta

 

-sy 
S

p
a
c
e
 

い
き
ま
し
た
。S

p
id

 

-
e
rm

a
n

い
ち
ば
ん 

こ
わ
か
っ
た

で
す 

ち
ょ
っ
と 

な
い
た
。 

な
ら
は 

た
く
さ
ん 

d
e
e
r 

あ
り

ま
す
。。
す
こ
し
い 

こ
わ
い
か
っ
た
で

も 

か
わ
い
い
で
す
。 

い
っ
ぱ
い 

い
ろ
い
ろ 

み
て 

と

て
も 

お
も
し
ろ
い
か
っ
た
で
す
。 

た
く
さ
ん 

お
み
や
げ
を 

か
い
ま

し
た
。 

じ
ぶ
ん
に
は 

お
う
さ
か
で 

や
す
い 

な
つ
ふ
く
を 

か
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
。I 

L
O

V
E
 

J
A

P
A

N
 

T
-sh

irt. 
 

そ
と
で 

へ
ろ
し
ま
や
き 

は
じ
め

て 
た
べ
ま
し
た
。 

お
て
ら
で 

す

ご
く 

き
れ
い
で
し
た
。 

そ
れ
で
は 
お
わ
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）  

 

年
次
総
会 

第
一
号
議
案 

２
０
１
２
～
２
０
１
３
年
度
会
長
・

幹
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
号
議
案 

２
０
１
１
～
２
０
１
２
年
度
役
員
理

事 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会 

長
（
役
員
） 

 

川
畑 

博
敬 

副
会
長
（
役
員
） 

 

髙
木 

政
義 

幹 

事
（
役
員
） 

 

田
崎 

雅
三 

会 

計
（
役
員
） 

  

佐
藤 

 

彰 

Ｓ
．
Ａ
．
Ａ
．（
役
員
） 

吉
田 

憲
一 

会
長
エ
レ
ク
ト
（
役
員
）
鬼
頭 

茂
成 

直
前
会
長
（
役
員
） 

  

岩
崎 

征
一 

副
幹
事
（
理
事
） 

   

岡
村 

隆
德 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

松
本 

哲
朗 

親
睦
活
動
委
員
長
（
理
事
） 

 

神
野 

邦
利 

新
世
代
委
員
長
（
理
事
）
渡
辺 

観
永 

会
員
組
織
委
員
長
（
理
事
） 丹

下 

富
博 

職
業
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

前
田 

隆
久 

社
会
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

照
井 

 

栞 

国
際
奉
仕
委
員
長 

（
理
事
） 

 

加
藤
巳
千
彦 

Ｒ
財
団
・
米
山
奨
学
委
員
長
（
理
事
） 

 

出
口 

 

忍 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
長
（
理
事
） 

 

新
沼 

 

操 

30
周
年
準
備
委
員
長
（
理
事
） 

 

木
村 

光
徳  

 

12
月
16
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

18
時
よ
り
受
付 

 

家
族
忘
年
会 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

12
月
23
日
（
木
） 

法
定
休
日 

12
月
30
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

12
月
28
日
（
火
） 

 

み
そ
か
例
会 

 

＊
10
時
～
15
時
の
間
に
事
務
局

ま
で
選
択
さ
れ
た 

商
品
を
取
り
に
来 

て
く
だ
さ
い
。 

事
務
局
冬
期
休
暇 

12
月
29
日
（
水
）
～
１
月
４
日
（
火
） 

Ｇ
事
務
所
・
Ｇ
エ
レ
ク
ト
事
務
所
・

Ｇ
事
務
所
分
室 

冬
期
休
暇 

12
月
28
日
（
火
）
～
１
月
４
日
（
火
） 

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


